
（１）公募の実施

【公 募 期 間】令和７年９月16日から10月17日まで

・12圏域の全病院へ公募の案内書類を送付

→ 公募の結果、13病院から申請があった。

（２）選定委員会の開催

【開 催 日 時】令和７年12月22日（月）午後１時30分から

【委 員】委員名簿のとおり

【会議の進行】事業計画と書面での質疑応答を踏まえて採点
その結果について意見交換

【選 定 方 法】事業計画について下記小項目ごとに審査
その結果を踏まえ、総合評価を実施

（小項目）

令和７年度地域リハビリテーション支援センター
選定委員会 委員名簿

東京都地域リハビリテーション支援センターの選定・指定について

必
須
の
役
割

１ ア 連絡協議会の設置

２ イ リハビリテーションに関わる多様な人材の育成・確保

３ ウ リハビリテーション専門職、関係機関との連携強化

４ エ 地域住民に対するリハビリテーションの啓発

選
択
す
る
役
割

５

ア 地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的
助言や支援

イ 災害時におけるリハビリテーションの支援
ウ 脳卒中医療連携推進事業への支援
エ 高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援

- ６ これまでの実績

◎委員長

１ 選定の流れ

区分 氏名 所属等

１
学識
経験者

◎辻 哲也
慶應義塾大学医学部
リハビリテーション医学教室
教授

２

関係
団体

小平 祐造 東京都医師会理事

３ 田代 文子 東京都理学療法士協会副会長

４ 小林 法一 東京都作業療法士会副会長

５ 西脇 恵子 東京都言語聴覚士会会長

６ 萩原 直美
東京都介護支援専門員研究
協議会理事

資料４ー４
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東京都地域リハビリテーション支援センターの選定・指定について

３ 指定の流れ

（１）意見聴取

ア 該当する圏域の区市町村・地区医師会への意見聴取

イ 東京都リハビリテーション協議会への意見聴取（本日）

（２）東京都知事による指定（指定期間：令和8年4月1日～令和11年３月31日）

２ 選定委員会での選定結果

圏域 病院名 結果

区 中 央 部 東京慈恵会医科大学附属病院 選定

区 南 部 地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立荏原病院 選定

区 西 南 部 医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 選定

区 西 部 慶應義塾大学病院 選定

区 西 北 部 地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立豊島病院 選定

区 東 北 部
社会医療法人社団医善会 いずみ記念病院 選定

医療法人社団福寿会 福寿会病院 －

区 東 部 東京都リハビリテーション病院 選定

西 多 摩 医療法人財団利定会 大久野病院 選定

南 多 摩 医療法人社団永生会 永生病院 選定

北多摩西部 独立行政法人国立病院機構 村山医療センター 選定

北多摩南部 武蔵野赤十字病院 選定

北多摩北部 地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立多摩北部医療センター 選定
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区中央部）

【区中央部（千代田区・中央区・港区・文京区・台東区）】

１ 選定病院

東京慈恵会医科大学附属病院 所在地：東京都港区西新橋3-19-18

２ 事業計画

小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・港区地域リハビリテーション推進会議（１回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・慈恵リハビリテーション研究会（JIRIKEN 年11回予定）を定期的に開催し、症例発表や最新の
研究結果発表をすることで、知識の向上を図る。（15回/年）

・区中央部地域リハビリテーション合同研修会の開催(開催日時未定、計3回予定)
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・電話相談窓口による情報提供を実施。(月・水・金曜日の17時から18時まで)（148回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・区中央部地域リハビリテーション合同研修会の開催 (4回/年)
・介護予防講座の開催 (3回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・港区地域リハビリテーション推進会議を開催（2回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・電話対応（月・水・金曜日の17時から18時まで)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・介護予防講座、リハビリテーション知識の習得（3回/年）
（２）その他の啓発の取組
・リーフレット等の資料配布、ホームページ等を通じた情報発信

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・介護予防講座の開催（4回/年）
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・当院は脳卒中連携パスの計画管理病院であり、運営しているパスの管理病院も担う。積極的に連携パス
を運用し、急性期から回復期へ切れ目のないリハビリテーションの連携を実施。

（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・当院の外来において高次脳機能障害患者を受け入れており、画像診断、認知機能検査、日常生活指導を
中心とした診療を実施。 3



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区中央部）

【区中央部（千代田区・中央区・港区・文京区・台東区）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有２箇所/無３箇所

地区医師会
連携：有３箇所/無６箇所

センターとの連携状況 ○中央区
・地域包括支援センター主催の介護予防講座への講
師派遣
○港区
・地域リハビリテーション推進会議（年1回）の開
催
・支援センターとの共催事業である区民講座の開催
・地域リハビリテーション合同研修会の周知

○港区医師会
・地域リハビリテーション推進会議を開催
○下谷医師会
・たいとう地域包括ケア推進協議会に所属する台東地
域リハ支援センター（たいとう診療所）と適宜協力
○浅草医師会
・日常的には協力施設である台東区地域リハビリテー
ション支援センターであるたいとう診療所と連携。世
話人を派遣し、世話人会や研修会等活発に活動

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○中央区
・地域においてリハビリテーションをとりあげた研
修は少なく、貴重な機会となっているため継続して
いただきたい。
○文京区
・圏域内自治体における地域リハビリテーションの
取組の事例共有や研修等の実施を希望。
○台東区
・地域包括ケアシステムの構築を推進するため、リ
ハビリテーションの中核的な機関として、協力施設
との連携体制を継続していただくとともに、連携施
設や協力施設間の横のつながりが強化されることを
要望。

意見なし

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.67 3.83 4.00 3.67 3.50 4.00 22.67 4.00

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区南部）

【区南部（品川区・大田区）】
１ 選定病院

地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立荏原病院 所在地：東京都大田区東雪谷4-5-10
２ 事業計画

小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・地域協議会（1回/年）、療法士部会（3回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・地域リハビリテーションに必要な知識・技術（リハビリテーション医療、災害、介護予防など）の向上を
図る研修会（2回/年）、症例検討会（1回/年）、ST向け（嚥下または失語症）研修会（1回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・・地域リハビリテーションに必要な知識・技術（リハビリテーション医療、災害、介護予防など）の向上
を図る研修会（2回/年）、症例検討会（1回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・地域リハビリテーションに必要な知識・技術（リハビリテーション医療、災害、介護予防など）の向上を
図る研修会（2回/年）、症例検討会（1回/年）

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・多職種交流会の開催（1回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・電話、メール等で受付け、医師やリハビリテーション部門の療法士などが随時対応

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・基礎的な知識や地域の医療機関、介護保険制度等の情報の講演会を開催、地域の医療機関等が開催する住
民向けの講座に積極的に協力（2回/年）
（２）その他の啓発の取組
・リハビリテーション資源の情報提供やお家でできるリハビリの紹介など、Webや紙媒体で効果的に周知

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・「地域リハ活動支援事業」（大田区の介護予防事業）への支援
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・「災害リハ」をテーマとした研修会の開催
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・当院が区南部圏域の当該事業を受託。区南部圏域脳卒中医療連携推進幹事会に医師が参画し、リハビリ
テーションの視点から助言を実施
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・当院が区南部圏域の当該事業を受託。 5



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区南部）

【区南部（品川区・大田区）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有１箇所/無１箇所

地区医師会
連携：有４箇所/無１箇所

センターとの連携状況 ○大田区
・大田区で実施している介護予防を目的とした「地
域リハビリテーション活動支援事業」で連携を取っ
ている。

○品川区医師会
・センター主催の研修会の案内
○大森医師会
・年に１回開催される区南部地域リハビリテーション
支援センター地域協議会に委員として参加している。
また、センターの運営等の検討に携わっている
○田園調布医師会
・紹介患者の受入れ、逆紹介等地域の医療機関との連
携体制構築
○蒲田医師会
・年に１回開催される区南部地域リハビリテーション
支援センター地域協議会に委員として参加し、セン
ターの運営等の検討に携わっている

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○品川区
・脳卒中後のリハビリや高次脳機能障害のかたの対
応について地区ケアでも課題として挙げられている。
病院と在宅チームの退院時の連携や在宅でのリハビ
リの目標設定などの助言や、活用できる地域の資源
の情報提供などがあると良い。
○大田区
・地域リハビリテーション支援センターが指定され
ることで区にどのような影響があるか分かりずらい。

○品川区医師会
・事業計画のうち選択項目の「地域包括ケア推進に向
けた地域支援事業等への技術的助言や支援」の記載が
大田区の介護予防事業となっている。区南部のうち、
荏原病院は大田区、品川区を包括する立場と思い、.行
政区の事業としては大田区に対し実施しているという
意味だと思いますが、品川区に対して実施している活
動も記載し、記載内容に公平性を持たせる必要がある
かと思う。

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.67 3.67 3.67 3.83 4.17 4.00 23.00 4.00

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区西南部）

【区西南部（渋谷区・世田谷区・目黒区）】
１ 選定病院

医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 所在地：東京都渋谷区本町3-53-3

２ 事業計画
小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・幹事会（2回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・各区ごとに地域の専門職混合でのオンラインでの事例検討会の開催（3回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・オンライン形式の講演会、リハビリテーション医療機関マップの普及（2回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・介護技術研修、サービス理解など応用的な勉強会 (6回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・各区ごとに地域の専門職混合でのオンラインでの事例検討会の開催（3回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・電話対応（月～土曜日の9時から17時まで)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・近隣住民を対象に在宅リハケア講座を実施（2回/年）
（２）その他の啓発の取組
・地域のイベントに参加（2回/年）し、車いすの体験や筋力測定などを実施。またリーフレット（リハビリ
テーションやフレイルに関しての内容）を配布。
・渋谷区の認知症カフェにて体操指導の実施（12回/年）。また自宅で行う体操や健康コラムなどの紙面を作
成し配布。

選択する役割 （２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・一般社団法人 日本災害リハビリテーション支援協会(JRAT)理事会への参加
・災害リハビリテーションについての講演会実施や研修情報の共有
・発災時に関係機関へ情報共有
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・区西南部高次脳機能障害者支援普及事業圏域会議への出席
・渋谷区高次脳機能障害者支援連絡協議会への委員派遣
・区西南部リハビリテーション連携マップ調査時に、高次脳機能障害対応の可否に対する調査を実施 7



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区西南部）

【区西南部（渋谷区・世田谷区・目黒区）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有１箇所/無２箇所

地区医師会
連携：有２箇所/無２箇所

センターとの連携状況 ○目黒区
・幹事会への参加。
・地域リハビリテーション支援センター主催の研修
参加、介護事業所・包括支援センターへの周知を実
施。

○玉川医師会
・連携病院である成城リハビリテーション病院を通じ
て適宜情報交換等を行っている。
○渋谷区医師会
・区西南部地域リハビリテーション支援センターの幹
事会に、当会の副会長を幹事として派遣している
・同支援センターの院長が、当会の在宅医療連携と地
域包括ケア委員会の委員を務める。
・同支援センターの副院長が、当会の医療安全委員会
の委員長を務める。

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○目黒区
・対面・オンラインのハイブリッド開催での研修会
で参加のしやすさはあったと感じる。

○世田谷区医師会
・地域医療機関（クリニック・病院）・地区医師会・
リハビリテーションに係る団体の理解・コンセンサス
を得たうえで指名・指定をお願いしたい。

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.83 4.00 3.83 3.50 3.17 4.00 22.33 3.67

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区西部）

【区西部（新宿区・中野区・杉並区）】
１ 選定病院

慶應義塾大学病院 所在地：東京都新宿区信濃町35

２ 事業計画
小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・新宿区リハビリテーション連携検討会（2回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・高次脳機能障害研修会、地域リハビリテーション医療懇話会、ADL評価法講習会、災害リハビリテーション
研修会（4回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・筋電図講習会、ADL評価法講習会、がんのリハビリテーション研修会、災害リハビリテーション研修会（4
回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・症例検討会、災害リハビリテーション研修会(2回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・多職種で集まる研修会、症例検討会を開催する場において情報交換会を実施
（２）ケアプラン相談支援
・随時個別対応

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・区民公開講座開催（1回/年）
（２）その他の啓発の取組
・地区の防災訓練に参加し、災害リハビリテーションの啓発活動を実施

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・リハビリテーション連携検討会への協力、介護予防事業にリハ専門職を派遣、座長・スーパーバイザーと
しての参加、研修会資料作成、研修会開催等
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・災害リハビリテーション支援協議会(JRAT)と連携し、行政や各災害医療団体との連絡会・協議会を開催し
ながら、東京都の災害リハビリテーション支援体制を構築。また、研修会を開催し、人材育成にも注力。
・発災時に関係機関へ情報共有
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・区西部高次脳機能障害者支援地域ネットワーク連絡会を開催 9



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区西部）

【区西部（新宿区・中野区・杉並区） 】
３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取
区市町村

連携：有１箇所/無２箇所
地区医師会

連携：有１箇所/無２箇所

センターと
の連携状況

○新宿区
・新宿区地域リハビリテーション連携検討会へ
の参加協力（座長、委員）
・事例検討の会の開催(リハビリに関する情報共
有、リハビリ関連相談事例の振り返りと助言）、
施策及び事業へのアドバイス

○新宿区医師会
・新宿区と医師会が協働して行う会議において「地域リハビリ」を取
り上げ、慶応義塾大学病院、国立国際医療センター病院リハビリ科を
中心に病院から退院して地域へ戻る際のリハビリに関する様々な問題
点につき議論し、課題を共有した。

指定及び事
業計画に対
する意見・
要望

○新宿区
・現在、区内の支援者（ケアマネジャー、地域
包括支援センター職員等）が必要な情報を得て
適切な関係機関につなぐことができるよう、体
制整備を進めている。そのため、仕組みの1つで
あり中心的な役割を担う、相談窓口積極的な周
知をしていただきたい。
・人材育成として、支援者のスキルアップにつ
ながる研修の企画をお願いしたい。
・新宿区地域リハビリテーション連携検討会へ
の参加と技術的助言の継続をお願いしたい。
○中野区
・今までセンターの取組も把握できていなかっ
たが、連携施設から区と連携していきたい旨の
相談があったため検討したい。
・症例検討については地域リハの観点で症例検
討を重ねていただき、支援体制の構築を推進し
ていただきたい。

○新宿区医師会
・地域のリハを行っている医療機関及び訪問看護ステーションに退院
時サマリーへPT等の専門職による「在宅での注意点や推奨プログラ
ム」を盛り込むことはいかがか。
・多職種連携をICTによってよりスムーズに行える体制づくりが大事。
そして地域に戻った後の状態を病院側も把握できる双方向のシステム
を検討し、精度の高い退院調整に繋げる体制構築を求める。
・感染症の影響で機能低下した高齢者が急増。隔離解除後の「フェー
ズ移行」に関するルール作りや専門的知見を地域のかかりつけ医や訪
問看護ステーションへ共有するための検討会を実施してほしい。
○中野区医師会
・大学病院を中心とした運営では、地域の診療所、訪問診療、介護・
福祉事業所との実務レベルの連携が十分にわかりにくい側面があり、
今後「顔の見える関係」に基づく地域リハ支援体制の構築を考えてほ
しい。
・協力施設がなく、病院との連携が中心との印象
・連絡協議会も中野区・杉並区と連携するようには読み取れず、区西
部センターであれば中野区・杉並区との連携も図ってほしい。

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.20 3.80 3.60 3.60 3.80 3.60 21.60 3.80

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区西北部）

【区西北部（板橋区・豊島区・北区・練馬区）】
１ 選定病院

地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立豊島病院 所在地：東京都板橋区栄町33-1

２ 事業計画
小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・地域リハビリテーション協力施設連絡会（2回/年）
・区西北部地域リハビリテーション支援センター・高次脳機能障害支援普及事業協議会（1回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・講演会・研修会（症例提示も含む）、シンポジウム（計10回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・リハビリテーションに関する研修会等（1回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・疾患のリハビリテーションや福祉用具に関する研修を実施
・板橋区地域リハビリテーションネットワークの訪問部会が作成した訪問リハビリテーション事例集（当セ
ンターが作成に協力）を用いた研修会（訪問部会と共同で開催）(計4回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・リハ・ケア推進シンポジウム、地域リハ多職種連絡会、各区の協力施設による連絡会等の開催（計4回）
（２）ケアプラン相談支援
・随時、メール・FAX・インターネットで対応

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・介護予防プラス出前講座（板橋区地域リハビリテーションネットワーク、介護予防部会実施）（8回/年）
（２）その他の啓発の取組
・10の筋トレグループ立ち上げ、継続して実施

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・板橋区地域リハビリテーションサービス調整会議の助言者として、当院のリハ科医師が参加。高齢者等地
域リハビリテーション連携会議の委員としてリハ科医師、および支援センター事務局が参加
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・災害に関するリハビリテーションについての講演会、研修会の開催および共催
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・板橋区脳卒中懇話会リハビリテーション部会に当院のリハ科医師がオブザーバーとして参加等
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・高次脳機能障害支援普及事業（専門的リハビリテーションの充実事業）において支援を実施 11



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区西北部）

【区西北部（板橋区・豊島区・北区・練馬区）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有２箇所/無２箇所

地区医師会
連携：有３箇所/無１箇所

センターとの連携状況 ○豊島区
・区内の協力施設になっている医療機関が区の地域
リハビリテーション事業の業務を受託
○板橋区
・板橋区地域リハビリテーション連携会議への出席
・地域リハビリテーションサービス調整会議（介護
予防のための地域ケア個別会議）への助言者出席
・住民運営通いの場の動機づけ支援、立上げ支援、
継続支援への協力など

○豊島区医師会
・協議会への参加、講演会などを通じた連携
○板橋区医師会
・「区西北部地域リハビリテーション・高次脳機能障
害支援普及事業協議会」「板橋区高齢者等地域リハビ
リテーション連絡会議」への参加
・医師会と豊島病院において医療連携会議が年1回開
催され、十分な連携が確立されている。
・「板橋区脳卒中懇話会」「板橋区脳卒中懇話会リハ
ビリテーション部会」への参加、講演会の運営協力
○練馬区医師会
・当医師会と豊島病院との医療連携に関する協定書を
締結

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○板橋区
・地域のリハビリテーションにおける医療・介護連
携の現状や課題把握に向けて、区西北部の地域リハ
ビリテーションに関係する医療データなどがあれば
情報提供をいただきたい。

意見なし

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.83 4.00 3.50 3.83 4.00 3.83 23.00 3.83

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区東北部）

【区東北部（足立区・荒川区・葛飾区）】
１ 選定病院

社会医療法人社団医善会 いずみ記念病院 所在地：東京都足立区本木1-3-7

２ 事業計画
小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・足立区地域リハ連絡協議会、荒川区地域リハ連絡協議会、葛飾区地域リハ連絡協議会、区東北部地域リハ
協議会（計7回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・歩行、認知症、介護予防、装具、摂食嚥下、高次脳機能障害、災害リハに関する症例発表等の実施（7回/
年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・摂食嚥下、認知症、高次脳機能障害に関する研修会の実施（3回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・摂食嚥下、認知症、高次脳機能障害、介護予防、災害に関する研修会の実施（5回/年）

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・地域リハ多職種交流会を開催（1回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・電話・FAX・メール対応（月～土曜日の9時から17時まで)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・高次脳機能障害、介護予防に関する住民向け講演会を実施（2回/年）
（２）その他の啓発の取組
・リーフレットの作成

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・各区の地域リハ連絡協議会において、地域支援事業へのリハ職の関与について協議を進めるとともに、地
域ケア会議への参画を通じて、リハビリテーションの専門的視点から地域資源の開発を支援
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・各区の防災訓練に参画し、関係機関との顔の見える関係を構築することで、災害時の円滑な連携体制の強
化を図る。また、関係職種・機関を対象とした災害リハビリテーション研修会を開催し、専門的支援の理解
促進と実践的対応力の向上に向けた取組を実施。
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・高次脳機能障害に関する相談を随時受け付けるとともに、研修会の開催や医師・講師の派遣を必要に応じ
て実施。また、高次脳機能障害支援マップの作成を通じて地域資源の可視化を進めている。 13



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区東北部）

【区東北部（足立区・荒川区・葛飾区） 】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有２箇所/無１箇所

地区医師会
連携：有２箇所/無１箇所

センターとの連携状況 ○荒川区
・定期的に連絡協議会を開催いただいており、こう
した協議の場を通じて、地域の関係機関と情報共有
や意見交換を実施
○葛飾区
・区東北部地域リハ協議会及び葛飾区地域リハ連絡
協議会において地域リハ事業の推進について協議を
実施
・障害者施設課と共催で高次脳機能障害者講演会、
事例検討会を実施し、いずれもセンター長が講師を
担当

○荒川区医師会
・今年度本会より荒川区地域リハ連絡協議会、区東北
部地域リハビリテーション協議会に委員を派遣して連
携を行っている
○足立区医師会
・足立区医師会所属の医療機関職員に対して、研修会
や支援を実施。
・協議会に足立区医師会会長、副会長、理事が参加

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○荒川区
・多職種連携の強化や医療・介護機関との情報共有
の充実を目指し、研修会開催や相談支援に積極的に
取り組まれていることを評価
○葛飾区
・高次脳機能障害者の医療相談や障害の診断、手帳
取得について助言をいただきたい。
・高次脳機能障害者支援法の制定に伴い、連携した
支援体制の強化に協力いただきたい。

○足立区医師会
・セラピストの派遣に関して、セラピストの過重負担
にならないように、行政と各所属医療機関との調整を
してほしい

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.83 4.17 3.50 3.67 3.67 3.83 22.67 4.00

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（区東部）

【区東部（墨田区・江戸川区・江東区）】
１ 選定病院

東京都リハビリテーション病院 所在地：東京都墨田区堤通2-14-1

２ 事業計画
小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・江東区地域リハ連絡協議会・墨田区地域リハ連絡協議会・江戸川区地域リハ連絡協議会（各区ごとに2回程
度実施/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・江戸川区リハ連絡会共催にて症例検討会（2回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・地域リハセミナーへのかかりつけ医の参加（7回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・地域リハセミナーへのケアマネジャーの参加（7回/年）

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・研修会の場でグループワーク等を通じてディスカッションができるよう工夫
（２）ケアプラン相談支援
・電話対応（月～金曜日の9時から17時まで)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・リハビリテーションに関連する区民公開講座の実施（1回/年）
（２）その他の啓発の取組
・墨田区の通所Ｃ事業・地域リハ活動支援事業、江戸川区の地域リハ活動支援事業、江東区の地域リハ活動
支援事業（地域ケア会議）・地域包括支援センター運営協議会への参加を行い、事業に出向

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・墨田区では、通所Ｃ事業・地域リハ活動支援事業に協力
・江東区では、地域ｹｱ会議に参加し、地域包括支援センター運営協議会に参加
・江戸川区では、介護予防事業として体力測定やICTを利用した体操教室を開催
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・東京都JRATによる講演を予定
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・外来患者に対する高次脳機能障害特別訓練プログラムを実施、グループワークや家族教室を通じ直接的に
支援。また退院後の患者や外来患者について就労両立支援を包括的に行い、当事者や産業医、企業と綿密な
連携を図っている。その他、就労移行支援事業所向け等に研修会を開催した相談窓口での受付を実施。 15



地域リハビリテーション支援センター事業計画（区東部）

【区東部（墨田区・江戸川区・江東区）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有３箇所/無０箇所

地区医師会
連携：有３箇所/無０箇所

センターとの連携状況 ○墨田区
・区東部地域リハ連絡協議会及び地域リハセミナー
の参加・周知、地域リハビリテーション活動支援事
業における技術的助言及び支援
○江東区
・支援センターの職員に、江東区地域包括支援セン
ター運営協議会の委員を委嘱している
・地域ケア会議の内容に応じて、支援センターの職
員に参加を依頼している
○江戸川区
・江戸川区介護保険課長が幹事として連絡協議会に
参加
・センターが作成する江戸川リハマップの周知
・地域リハセミナーの周知

○墨田区医師会
・区東部地域リハビリテーション連絡協議会に参加
○江東区医師会
・区東部地域リハビリテーション連絡協議会に参加
・各区のリハ連絡協議会が組織されており、多くの連
携により、専門職講習会、関連職との連携を実施
○江戸川区
・区東部地域リハビリテーション連絡協議会に参加

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○江東区
・江東区・江戸川区は現在の協力施設を連携施設と
し、令和８年度より連携施設中心に連絡協議会を開
催できるようにする。といった取組目標を掲げてい
るが、連携施設の具体的なイメージが湧かない。

○江東区医師会
・江東区リハ連絡協議会としては、今後、区行政とも
連携を密にし、住民へのリハ啓発活動、災害時リハ支
援、地域包括ケア推進に向けた支援事業等を充実させ
たいため、これらに対する支援をお願いしたい。
・区東部地域リハ連絡協議会では多くの活動が行われ
ているが、区東部地域3区それぞれ連絡協議会での活
動について、これらが相互に報告、連絡を行う事によ
り、更なる連携の充実が図られることを期待する。

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 4.40 4.60 4.20 3.80 4.00 4.60 25.60 4.40

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（西多摩）

【西多摩（青梅市・福生市・羽村市・あきる野市・瑞穂町・日の出町・檜原村・奥多摩町）】
１ 選定病院

医療法人財団利定会 大久野病院 所在地：東京都西多摩郡日の出町大久野6416

２ 事業計画
小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・西多摩地域リハビリテーション支援センター連絡協議会（2回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・地域のPT・OT・STを対象とした症例検討会の実施
・現場ですぐに活用できる若手技師向け研修会等の実施
・災害リハビリテーションに関する内容について研修等を実施
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・西多摩医師会との連携の下、リハビリテーションに関する研修会又は資料等の提供を実施予定（1回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・「典型事例から学ぶ！」シリーズ研修会を開催予定 (1回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・医療機関、訪問リハビリテーション、通所リハビリテーションのリハスタッフと地域のケアマネジャーと
の情報交換会を開催予定。リハビリテーションの利用の仕方や事例報告等も実施予定。（1回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・当支援センターでの直接受付（月～金曜日の9時から17時まで)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・市民向け講演会（1回/年）、東京都委託４事業主催の講演会及び個別相談会（各1回/年）
（２）その他の啓発の取組
・ホームページの充実及びSNSの活用やチラシ、ポスターの活用（より身近な場所での掲示、配布等）

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・圏域の市町村等のニーズに応じ、相談支援、コーディネート及び講師派遣などを実施
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・災害時に備え、関係機関との連携を強化し、災害時リハビリテーション支援体制について検討
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・西多摩地域脳卒中医療連携検討会の運営及び研究発表会（１回/年）への協力
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・法人内の高次脳機能障害支援センターで事業を実施。必要に応じて、共催研修会を開催したり、共催で地
域懇談会を実施。 17



地域リハビリテーション支援センター事業計画（西多摩）

【西多摩（青梅市・福生市・羽村市・あきる野市・瑞穂町・日の出町・檜原村・奥多摩町） 】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有３箇所/無５箇所

地区医師会
連携：有１箇所/無０箇所

センターとの連携状況 ○あきる野市
・地区連絡会への参加や脳卒中部会の症例検討会へ
の参加等と行っている。
○瑞穂町
・瑞穂町リハビリテーション職連絡会へのオブザー
バー参加
・各種事業等への相談・助言
○檜原村
・西多摩圏域の行政及びリハ職等との合同懇談会の
開催や、センターとの直接の相談等により、リハビ
リ職との連携の構築を図っている。

○西多摩医師会
・連絡協議会の開催や東京都委託４事業（西多摩地域
リハビリテーション支援センター、西多摩医療圏認知
症疾患医療センター、西多摩二次保健医療圏域精神科
医療地域連携事業、西多摩高次脳機能障害支援セン
ター）主催事業の実施・合同地域懇談会の開催、市民
向け講演会の開催等

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○青梅市
・地域住民や関係機関への情報発信をしてほしい。
○瑞穂町
・圏域内のケアマネジャー等の質の向上に向けた事
業について、離職防止も視野にいれて強化していた
だきたい。

意見なし

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 4.17 3.67 3.83 3.83 3.67 4.17 23.33 4.00

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（南多摩）

【南多摩（八王子市、町田市、多摩市、日野市、稲城市）】
１ 選定病院

医療法人社団永生会 永生病院 所在地：東京都八王子市椚田町583-15

２ 事業計画

小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・八王子地域リハビリテーション連絡協議会、南多摩地域リハビリテーション協議会（各1回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・新人セラピスト教育研修（リスク管理、在宅支援、福祉用具）
・地域リハビリテーション講習会（災害リハビリテーション、脳卒中両立支援） （計5回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・ホームページ通じたリハビリテーションに関する情報提供
・各市医師会地域連携担当理事と連携した企画
（３）ケアマネジャーへの研修
・介護予防・日常生活支援総合事業とリハビリテーション専門職に関する情報交換会 (1回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・八王子市、町田市におけるリハ施設従事者とケアマネジャーとの交流会を開催（1回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・八王子市介護保険課主催ケアプラン検証会議に出席（2か月に1回程度で開催)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・東京都南多摩脳卒中医療連携協議会主催事業「市民公開講座」での「脳卒中のリハビリテーション」への
講師派遣（1回/年）
（２）その他の啓発の取組
・東京都理学療法士協会主催都民公開講座や八王子STネット主催公開講座への後援

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・５市で各々開催されている地域リハビリテーション支援活動事業への協力
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・地域リハビリテーション講習会において薬剤師会、栄養士会の災害支援についての講習会を開催予定
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・東京都南多摩脳卒中医療連携協議会主催市民公開講座への後援を予定
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・高次脳機能障害症例検討会「プロフェッショナルの見立て」への後援
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（南多摩）

【南多摩（八王子市、町田市、多摩市、日野市、稲城市） 】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有１箇所/無４箇所

地区医師会
連携：有１箇所/無４箇所

センターとの連携状況 ○八王子市
・包括支援センターにおいて、個別同行訪問による
リハビリ職員からの助言、地域サロン等団体向け講
座の講師、リハビリ職員の地域ケア会議へ参加

○八王子市医師会
・八王子市医師会が中心となり構築している「特定非
営利活動法人 八王子市民のための医療と介護連携協
議会」の活動を通じて、地域リハビリテーション協議
会の支援を行っている。

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○八王子市
・災害時のリハビリ支援について、具体的な訓練や
協力体制をご検討いただきたい。
○町田市
・実施計画書項目７の協力施設について、協力予定
「無」となっているが、「有」ではないか。
○日野市
・地域で介護予防を取り組む団体などに専門職の派
遣を行っていきたいと考えており何か連携、ご支援
をいただけると有り難い。

意見なし

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.83 3.83 4.00 3.67 3.67 4.00 23.00 3.83

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（北多摩西部）

【北多摩西部（立川市・国分寺市・国立市・東大和市・昭島市・武蔵村山市）】
１ 選定病院

独立行政法人国立病院機構 村山医療センター 所在地：東京都武蔵村山市学園2-37-1

２ 事業計画

小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・北多摩西部医療圏地域リハビリテーション支援センター連絡会（2回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・過去の参加者アンケートよりテーマ選定、ニーズに応えた研修会及び症例検討会を実施（2回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・圏内の医師や医療従事者等を対象とした研修会を開催。（2回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
･ケアマネージャーへの研修会を開催予定（1回/年）
･連携施設においてケアマネージャーへの研修会を開催予定（1回/年）

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・圏内の医療従事者やケアマネジャーとの連絡会・研修会・意見交換会を開催予定。
・圏域内外の他施設が開催する研修会や協議会にも積極的に参加。（計3回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・ホームページ・電話・メール・FAXにて対応（電話：月～金曜日の9時から17時まで、メール・FAX：随時)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・世界骨粗鬆症デーに合わせ、地域住民を対象に骨粗鬆症認定医による講演会を実施（1回/年）
（２）その他の啓発の取組
・家族会等の場において看護師による骨粗鬆症の予防等の体操・相談支援を定期的に実施

選択する役割 （１）地域包括ケア推進に向けた地域支援事業等への技術的助言や支援
・武蔵村山市と契約締結し、住民が集うサロンにリハ専門職が出向き、体操・運動の指導・助言を実施
（２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・武蔵村山市において、主に軽症者や専門医療、慢性期疾患への対応として緊急医療救護所の設営を担う。
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・北多摩西部地域医療連携協議会へ出席（3回/年）、脳卒中リハビリテーション認定看護師による近隣施設
の医療従事者向けへ研修会を実施
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・高次脳機能障害支援普及事業「専門的リハビリテーションの充実事業」委託契約締結
・国分寺市障害者センター高次脳機能障害関係連絡会への参加（2回/年） 21



地域リハビリテーション支援センター事業計画（北多摩西部）

【北多摩西部（立川市・国分寺市・国立市・東大和市・昭島市・武蔵村山市）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有１箇所/無５箇所

地区医師会
連携：有１箇所/無５箇所

センターとの連携状況 ○武蔵村山市
・年に12回、市内のサロン等へセラピスト派遣をお
願いしている。

○立川市医師会
・圏域に居住する住民並びに、そこに勤務する医療従
事者とリハ職関連職種従事者へのリハビリテーション
知識・技術の普及と地域におけるリハビリテーション
提供の支援

指定及び事業計画に対
する意見・要望

○国分寺市
・当市から距離が遠いため支援が求めにくい。
・地域リハビリテーション事業における二次医療圏
域の各自治体の取り組み等を取りまとめ、自治体を
超えた情報共有等ができると良い。
○武蔵村山市
・引き続き密に連携を深め、高い知見を以て助言を
いただきたい。

意見なし

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.50 3.67 3.33 3.50 3.67 3.67 21.33 3.50

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。

22



地域リハビリテーション支援センター事業計画（北多摩南部）

【北多摩南部（狛江市・調布市・三鷹市・武蔵野市・府中市・小金井市）】

１ 選定病院

武蔵野赤十字病院 所在地：東京都武蔵野市境南町1-26-1

２ 事業計画

小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・北多摩南部地域リハビリテーション連絡協議会（2回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・当該医療圏・近隣市区内の病院・介護保険施設・事業所、参加約２０施設、参加者100名前後で急性期から
維持期までの症例検討会を継続（1回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・北多摩南部地域リハ連絡協議会での情報収集を進め、現状とニーズに合わせた取組を検討
（３）ケアマネジャーへの研修
・北多摩南部地域リハ連絡協議会での情報収集を進め、現状とニーズに合わせた取組を検討

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・北多摩南部地域リハ連絡協議会での情報収集を進め、現状とニーズに合わせた取組を検討
（２）ケアプラン相談支援
・電話・メール・FAX対応（随時)

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・スポーツ教室、市民向け講座の開催支援、高次脳機能障害者、家族相談会への相談役派遣、失語症パート
ナー養成講座等への講師派遣（6回/年）

選択する役割 （２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・地域のリハビリテーション関連職種向け災害策講習会開催及び開催支援。
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・脳卒中多職種研修会（対象：圏内医療従事者、行政担当者）の運営支援
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・武蔵野市高次脳機能障害者関係連絡会への参加及び講演会の運営支援
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（北多摩南部）

【北多摩南部（狛江市・調布市・三鷹市・武蔵野市・府中市・小金井市）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有２箇所/無４箇所

地区医師会
連携：有１箇所/無５箇所

センターとの連携状況 ○武蔵野市
・区市町村高次脳機能障害者支援促進事業への協力
・在宅医療介護連携事業への協力
・武蔵野市PT.OT.ST協議会の設立に関わり、地域
でのリハビリテーションの普及・啓蒙、各療法士の
育成、教育、市内でのリハビリ指導
・ケアマネジャー向けの研修会や症例検討会での指
導や助言
○狛江市
・住宅改修施工業者及び関心のある市民を対象とし、
効果的な住宅改修の実施のために研修会を実施。そ
の研修会へ、リハビリテーション専門職を講師・
ファシリテーターとして派遣してもらっている。

○調布市医師会
・救急受け入れや病床稼働等その他病院全体の包括的
な内容の報告を行う連携会に参加

指定及び事業計画に対
する意見・要望

意見なし ○武蔵野市医師会
・地区医師会との連携は今までになかったため、今後
は地区医師会を窓口として市内医療機関に対するリハ
ビリテーション事業指導、セラピストの教育、並びに
地域BCP作成への参加、指導、助言を要望する。

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.67 3.00 3.17 3.50 3.50 3.33 20.17 3.50

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（北多摩北部）

【北多摩北部（東村山市・清瀬市・東久留米市・小平市・西東京市）】

１ 選定病院

独立行政法人東京都立病院機構 東京都立多摩北部医療センター 所在地：東京都東村山市青葉町1-7-1

２ 事業計画

小項目 事業計画

必
須
の
役
割

連絡協議会の設置 （１）設置を予定する連絡協議会
・幹事会（2回/年）

リハビリテーション
に関わる多様な人材
の育成・確保

（１）ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など
・研修会の内容については幹事会において検討予定（5回/年）
（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供
・医師向けの症例発表会を開催（2回/年）
（３）ケアマネジャーへの研修
・ケアマネージャーへ向けた公開講座の開催を企画 (5回/年)

リハビリテーション
専門職、関係機関と
の連携強化

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定
・セラピストのほかに、ケアマネジャーに向けた公開講座の開催を企画（2回/年）
（２）ケアプラン相談支援
・補装具や摂食嚥下、痙縮治療を専門外来として実施

補装具：毎週月曜午後、摂食嚥下：毎週金曜午後、痙縮治療：毎週木曜午後

地域住民に対するリ
ハビリテーションの
啓発

（１）地域住民に対するリハビリテーション講演会の開催
・「看護の日」のイベントで相談窓口を設置
・「東村山市健康のつどい」で相談窓口を設置
（２）その他の啓発の取組
・嚥下障害に関するリハビリテーション普及のため、嚥下外来（毎週金曜）を実施し、地域の医師や療法士
の同席・見学を推奨

選択する役割 （２）災害時におけるリハビリテーションの支援
・日本災害リハビリテーション支援協会(JRAT)への当院職員の参加。
（３）脳卒中医療連携推進事業への支援
・北多摩北部医療圏脳卒中ネットワーク委員会への参加
（４）高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援
・北多摩北部地域高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会に運営委員として参加
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地域リハビリテーション支援センター事業計画（北多摩北部）

【北多摩北部（東村山市・清瀬市・東久留米市・小平市・西東京市）】

３ 評価結果

４ 区市町村・地区医師会への意見聴取

区市町村
連携：有２箇所/無３箇所

地区医師会
連携：有２箇所/無３箇所

センターとの連携状況 ○東久留米市
・地域リハビリテーション支援センター事業幹事会
に参加
○西東京市
・地域リハビリテーション支援センター事業幹事会
や研修会等に参加

○東村山市医師会
・会員医療機関からのリハビリテーションに関する相
談に応じ、地域医療連携室等が窓口となり、受診等の
連携調整を行っていただいている
○清瀬市医師会
・会員医療機関からのリハビリテーションに関する相
談に応じ、地域医療連携室等が窓口となり、受診等の
連携調整を行っていただいている

指定及び事業計画に対
する意見・要望

意見なし ○東村山市医師会
・今後も地域の医師をはじめとする医療従事者等にリ
ハビリテーション医療に係わる知識・技術情報提供等
をご教授いただきたい
○清瀬市医師会
・今後も地域の医師をはじめとする医療従事者等にリ
ハビリテーション医療に係わる知識・技術情報提供等
をご教授いただきたい
○西東京市医師会
・引き続き圏域内リハビリにご尽力頂きたい。

評価項目
連絡協議会の設
置

リ ハ ビ リ テー
ションに関わる
多様な人材の育
成・確保

リ ハ ビ リ テー
ション専門職、
関係機関との連
携強化

地域住民に対す
るリハビリテー
ションの啓発

事業実施内容等
（ 選 択 す る役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.40 3.20 2.80 2.80 3.00 3.00 18.20 3.00

※小数点以下の端数調整の結果により、各項目の点数と小項目合計が合わない場合があります。
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